
 

 

令和６年度 

第２回 平塚市図書館協議会 次第 
 

 

日時：令和６年１１月７日（木）１４時３０分～１６時 

場所：平塚市中央図書館  ３階ホール 
 

 

１ 開 会 

（１）会長挨拶 

 

 

 ２ 議 事 

（１）今期の重点協議事項の検討       

平塚市子ども読書活動推進計画（第５次）素案について    … Ｐ１ 

 

ア 学校図書館との連携        

（ア）学校司書や図書ボランティアとの連携強化       … Ｐ１  

  

   イ 平塚市図書館全体の効果的な運営  

 （ア）電子書籍の充実                   … Ｐ１      

      

（２）報告事項 

ア 事業報告 

（ア）令和６年度３館コラボ企画「知りたいものいっぱい！」 … Ｐ２～Ｐ３ 

 （イ）令和６年度子ども読書活動推進プロジェクト（第１回） … Ｐ４ 

（ウ）令和６年度一日図書館員               … Ｐ５ 

（エ）ＴＯＫＡＩグローカルフェスタ２０２４        … Ｐ６～Ｐ７ 

 

イ 状況報告 

    （ア）なぎさふれあいセンター（南図書館）の大規模改修工事 … Ｐ８ 

（イ）南図書館と中央図書館の改修スケジュール及び進捗状況 … Ｐ８ 

 

 

３ その他 

（１）今後の予定 

「令和６年度 第３回平塚市図書館協議会」 

    日時：令和７年３月２７日（木）１４時３０分から１６時 

    場所：平塚市中央図書館 ３階ホール 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 平塚市図書館協議会委員名簿 
令和 6年 6月 1日から令和 7年 7月 31日 

  氏 名 分 野 推  薦  母  体 就 任 備考 

1 設樂
しだら

 純江
すみえ

 学校教育関係者 平塚市立小学校長会 １期  

2 渡 邉
わたなべ

 容子
ようこ

 学校教育関係者 平塚市立中学校長会 １期  

3 森谷
もりや

 芳浩
よしひろ

 社会教育関係者 神奈川県立図書館 ２期  

4 久保田
く ぼ た

 幸子
さちこ

 

家庭教育の向上

に資する活動を

行う者 

平塚市子ども読書活動推進協議会 ３期  

5 西田
にしだ

 洋平
ようへい

 学識経験者 東海大学 １期  

6 甲木
かつき

 なな子
こ
 学識経験者 市民公募 １期  

 

≪平塚市教育委員会≫   
 

所属・職 氏   名 

 社会教育部長   石川 亜貴子 

 中央図書館長   藤田 忠義 

 中央図書館 管理担当長   熱田 敏男 

 中央図書館 奉仕担当長   仁和 佳世子 

 中央図書館 奉仕担当 主管   西海 豊 

 中央図書館 管理担当 主査   関山 弘明 

中央図書館 管理担当 主査     渡邊 知也 

 総括責任者兼南図書館長（指定管理者株式会社ヴィアックス）   市樂 信子 

 北図書館長（指定管理者株式会社ヴィアックス）   小泉 明子 

 西図書館長（指定管理者株式会社ヴィアックス）   落合 智 
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（１）今期の重点協議事項の検討 

   平塚市子ども読書活動推進計画（第５次）素案について 

平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）が今年度終了することに伴い、第４次計画期間におけ

る取組の課題等と子どもの読書活動をめぐる国及び県の動向を踏まえ、子どもを取り巻く読書環

境の変化を把握し、本市の子ども読書活動をより一層推進するために、今後５年間の基本方針と具

体的な取組を定める「平塚市子ども読書活動推進計画（第５次）」を策定します。 

ここで第５次計画の素案がまとまりましたので、内容を公表し市民の意見を反映させるため、パ

ブリックコメントを実施する予定です。 

＜第５次計画素案の主な内容＞ 

基本理念 「みんなでつなぐ 読書のまち」 

基本方針 １ 子どもが読書に親しむための環境をつくる 

         ２ 子どもが読書に親しむことをみんなで支える 

２つの基本方針に基づき、「家庭における子どもの読書活動の推進」「地域における子どもの読書

活動の推進」「学校等における子どもの読書活動の推進」の３つの施策を柱として、３９の具体的

な取組を進めます。 

重点取組 １ 多様な子どもたちの読書機会の確保 

２ デジタル社会に対応した読書環境の整備 

３ 子どもの視点に立った読書活動の推進 

＜パブリックコメントについて＞ 

意見募集期間 令和６年１２月６日（金）から令和７年１月６日（月）まで 

 

 

ア 学校図書館との連携        

（ア）学校司書や図書ボランティアとの連携強化 

司書教諭、学校司書との連携 

    司書教諭や学校司書と、公共図書館職員の意見交換や情報交換の機会の充実 

 

図書ボランティアとの連携 

    各中学校区子ども読書活動推進協議会の代表者会議を開催し（年２～３回）、意見交換やボ

ランティア支援に関する情報提供を行っています。 

 

イ 平塚市図書館全体の効果的な運営  

（ア）電子書籍の充実 

令和５年度に児童書読み放題パックを購入。同１２月から小・中学校タブレット端末と連携

を開始し、学校活動等で電子書籍を利用できる環境を整備しました。読み放題パックの選定につ

いては、学校教育部職員からの意見を参考にしています。 

電子図書館利用マニュアルを学校へ送付するとともに、学校からの要望に応じ、図書館職員

が電子図書館の利用方法について教職員向け研修を実施しています。 
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（２）報告事項 

ア 事業報告        

（ア）令和６年度３館コラボ企画「知りたいものいっぱい！」 

    ～美術館・博物館・図書館をめぐってクイズとスタンプラリーに挑戦しよう！～ 

 

夏休み期間中の子どもたちが、文化ゾーンの美術館、博物館、図書館で開催するイベントを回

遊し多様な文化に触れる機会とするため、クイズとスタンプラリーを実施した。各館で行う企画

展や展示に共通する「知りたいものいっぱい！」をテーマとし、３館のクイズの答えとスタンプ

を揃えた方には参加賞（缶バッジ）を配付した。 

 

期間     令和６年８月１日（木）～８月２８日（水） 

参加賞配布数 ８０１個（缶バッジ） 

（内訳：美術館 ２７２個、博物館 ２６４個、図書館 ２６５個） 

＜美術館＞（企画展）「ザ・キャビンカンパニー大絵本美術展<童堂讃歌>」 

７月６日（土）～９月１日（日） 

（特集展）「つながるコレクション＋新収蔵品展」６月８日(土)～９月８日(日) 

＜博物館＞（夏期特別展）「標本で！植物観察」 ７月２０日（土）～９月４日（水） 

（企画展示）「ミニ恐竜展」     ６月２０日（木）～８月３１日（金） 

（プラネタリウム）銀河鉄道に乗って ７月２０日（土）～ ９月１日（日）  

＜図書館＞（特集展示）「知りたいものいっぱい！冒険に行こう！」 

７月１８日（木）～９月１日（日） 

 

＜図書館の主な展示資料＞ 

  『日本の世界遺産～イラスト図解と写真でよくわかる！今すぐ行ける世界遺産と登録待ちの遺産す

べてを紹介！～』山口正／監修，朝日新聞出版、 

『エルマーのぼうけん』ルース・スタイルス・ガネット／著 わたなべしげお／訳,福音館書店 

『十五少年漂流記』J.ベルヌ／作 高楼方子／文 佐竹美保／絵,ポプラ社 

 

＜参加者の様子・声＞ 

・クイズは簡単すぎず、調べる面白さがあったようだ。 

・親子や兄弟で楽しそうに参加していた。 

・バッジのデザインが可愛くて好評だった。 

＜その他関連コラボ事業＞ 

・「ザ・キャビンカンパニー大絵本美術展<童堂讃歌>」まちなか展示 ８月２日（金）～２２日（木） 

中央図書館 1階ロビーに、詩絵本「童堂賛歌」原画２点を展示。 

・図書ボランティアによるおはなし会 ７月１８日（木）、８月２２日（土） 

中央図書館おはなし会で活動しているボランティアにより、美術館内でザ・キャビンカンパニーの

絵本の読み聞かせを行った。 
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＜成果と今後の課題＞  

子どもたちが楽しんで３館を回り、各館や展示を知ってもらうきっかけになった。 

文教施設が市の中枢域に集中している立地を象徴するイベントとして継続していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズとスタンプラリーの台紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプラリー会場（平塚市中央図書館） 
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（イ）令和６年度子ども読書活動推進プロジェクト（第１回） 

「物語はひとつじゃない いっしょに絵本の世界へあそびにいこう」 

日時  令和６年８月６日（火）１０時から１１時 

会場  中央図書館３階ホール 

講師  飯野 由希代氏（児童文学作家） 

参加者 １６名（他：保護者１４名、未就学児等４名 合計３４名）（申込者数３９名） 

＜内容＞ 

・講師の飯野由希代氏が、絵本『ぼく、トイレ』（飯野由希代作 ささきみお絵 ひさかたチャ

イルド）の見開き２ページを読み、続きを自由に（絵でも文でも）書くように、参加者に伝え

た。（書けなくてもよいとも伝えた。） 

    ・参加者は、トイレはどこにいってどうしたか、最後どうなったか、を自由な発想と想像力で書 

き、何人かに発表してもらった。 

    ・講師が起承転結について、物語づくりの考え方等を説明した。 

    ・講師による『ぼく、トイレ』の読み聞かせを行った。 

    ・最後に、自分の物語を書いた用紙に名前を書いて出せば、後日講師による感想やコメントの手

紙を添えて、図書館から郵送すると伝えた。 

     （途中までだったり、何も書けなくてもよいと伝えた。） 

＜アンケート一部抜粋＞ 

・ひとりひとり考える物語がとてもおもしろかった。 

・文を書くことが楽しかった。    

・他のお子さんのお話が聞けて、親も子も刺激を受けた。楽しくすごすことが出来た。 

・お話にびっくりしたり、ほっとしたり、こんなにたくさんのお話が出来ることに感動した。 

＜成果と反省等＞ 

子ども自身が物語の書き手となる、中央図書館では初めての内容の講座で、書けない子が多い 

のではないかと思ったが、ほとんどの参加者が物語を考えて書いてくれた。 

また、発表の時は、子どもたちが創作した楽しい物語の展開に、笑い声や拍手が起きた。 

アンケートも評判がよく、子どもや保護者に、書くことや本の楽しさを伝えることができた。 

始まる前、子ども向けのオルゴール曲を流したが、静かになりすぎず、緊張感が和らぐようなの

で、これらかも音楽を流すとよいと感じた。 
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（ウ）令和６年度 一日図書館員 

 

日時 令和６年７月２５日（木）から８月５日（月）の夏休み期間中 

会場 中央図書館（１２回）、北図書館（８回）、西図書館（８回）、南図書館（８回） 

対象  市内在住・在学の小学生 

内容 図書館の説明、館内（バックヤード）見学、カウンター体験（本の貸出・返却）、 

本の探し方実習（しらべものクイズ等）  

 

＜全館合計＞ 

※ アンケート「本のさがしかたがわかりましたか。」で「わかった」と回答した人数 226人（92.6％） 

 

＜アンケート一部抜粋＞ 

・本がすきだからやれてよかった。（１・２年生） 

・学校にある本もあったり、学校にない本もあってたのしかった。（１・２年生） 

・としょかんが、いろんなことをしていると、しらなくていいべんきょうになった。（１・２年生） 

・本のさがしかたがよく分かりました。ありがとうございました。（１・２年生） 

・ふつうできないことをきょうは、できてうれしかったです。（１・２年生） 

・まえは、さがすのがうまくなかったけどうまくなった。たのしかったよ。（１・２年生） 

・本の修理をしてみたい。貸出や返却がむずかしかったけどたのしかった。（３・４年生） 

・しらない子ともいっぱいなかよくなれてうれしかったです。（３・４年生） 

・今日、はじめてきたけど、楽しかったです。（３・４年生） 

・いろいろなことがしれてたのしかったです もっとやりたいな！！（３・４年生） 

・本のさがし方をわかりやすくおしえてくれてうれしかった。カウンターが楽しかった（３・４年生） 

・またカウンターのおしごとをやりたい。（３・４年生） 

・とてもたのしかったのでまたやろうと思います。（５・６年生） 

・書庫は普段見れないし、たくさん本があったのでワクワクした（５・６年生）。 

・913がとても多くむずかしかった。カウンター作業はとても楽しかった。（５・６年生） 

・図書館の人しかできないことができて楽しかった。）（５・６年生） 

・カウンターなどをして、としょかんの人のたいへんさがわかりました。すごくたのしかったです。（５・

６年生） 

・とっても楽しかったです。せつめいもとてもわかりやすかったです。（５・６年生） 

 

学年 定員 応募者数 当選者数 落選者数 欠席者数 参加者数 実施回数 

１～２年生 120 166 120 46 4 116 16 

３～４年生 76 149 73 76 2 71 10 

５～６年生 76 62 60 2 3 57 10 

合計 272 377 253 124 9 244 36 
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（エ）ＴＯＫＡＩグローカルフェスタ２０２４ 

東海大学司書課程 × 平塚市中央図書館 報告 

日時  令和６年１０月１２日（土）９時３０分から１５時３０分まで 

       （準 備） ９時３０分から１０時３０分 

（片づけ）１５時００分から１５時３０分 

会場  東海大学湘南キャンパス 松前記念館 ピロティ 

事務局 東 海 大 学：西田先生、竹之内先生、司書課程学生５名 

        中央図書館：熱田管理担当長、齋藤主査、渡邊主査、猪俣主任、笠井主任 

参加者 約３００名（令和４年度 約１００名、令和５年度 約５７０名） 

内容  しおりづくり、おすすめ本紹介、おはなし会、リサイクル本の配布、 

来訪者プレゼントの配布 

 

＜実 績＞ 

①しおりづくり（常時開設） 

色紙にシールの貼付や絵を描いたものをパウチで仕上げ、世界に一つのだけのしおり 

を作るワークショップ。約１８０人が参加。 

②おすすめ本紹介（常時開設） 

図書館職員８冊と司書課程学生６冊のおすすめの本を展示。手作りＰОＰを添えて紹 

介。 

③絵本読み聞かせ（[１回目]１１時３０分～ [２回目]１４時～ 各回２０分程度） 

      大型絵本２冊を読み聞かせと手遊びを実施。参加者には「ぶくまる」の塗り絵をプレゼン

ト。読み聞かせ部分を１回目は図書館職員、２回目は司書課程の学生が担当。各回、親子合わ

せて１０名前後が参加。 

【読み聞かせの絵本】 

・１回目 「はらぺこあおむし」「みっきらもっきらどおんどん」 

・２回目 「ぐりとぐらのえんそく」「ふしぎなタネやさん」 

④リサイクル本の配布（常時開設） 

一般書と児童書を計５００冊配架。３１８冊をお持ち帰りいただいた。  

⑤来訪者プレゼントの配布（常時開設） 

ポケットティッシュに図書館のキャラクター「ぶくまる」をプリントしたカードを差 

し込んだものを来訪者全員へ配付。残数から来訪者数をカウントした。 
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＜全体を通して＞ 

・グローカルフェスタ自体の時間短縮の影響もあり、来訪者は昨年度の概ね半分となったが、 

しおりづくりで長蛇の列ができることもなく、ちょうど良い人数だったように思う。 

・おすすめ本紹介では、司書課程学生もＰОＰづくりに作成してもらったこともあり、ボリュ 

ーム感のある展示ができた。 

・絵本の読み聞かせは呼び込みをするも、人数が思うように集まらなかったので、集客の工夫 

が必要と感じた。 

・リサイクル本は、今年度は一般書も配布したが大変好評であった。 

・司書課程学生たちの積極的な姿勢が素晴らしかった。 

     

 

     

          ①しおりづくり              ②おすすめ本紹介 

 

 

     

         ③絵本読み聞かせ            ④リサイクル本配布 
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ア 状況報告        

（ア）なぎさふれあいセンター（南図書館）の大規模改修工事 

＜工事に伴う休館期間＞ 

令和７年２月１６日（日）から令和８年６月１日（月）（予定） 

＜なぎさふれあいセンターの整備方針＞ 

     ・高齢者だけでなく利用者年齢を拡大した多世代交流施設としてリニューアル 

     ・健康づくり、子どもの居場所としての役割を強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）南図書館と中央図書館の改修スケジュール及び進捗状況 

 

 令和６年度 

（2024） 

令和７度 

（2025） 

令和８年度 

（2026） 

令和９年度 

（2027） 

令和１０年度 

（2028） 

南図書館 

     

中央図書館 

     

 

工事 

（休館） 

工事 

（休館） 

開館 開館 

開館 開館 

 

 

○２階 市民交流スペースの新設 

親子や友人、サークルなどのグループでも、ひとりでも、地域の方々が様々な目的で

利用できる空間・居場所としつつ、「情報・知識を提供する場」という図書館の役割を

活かしながら、地域交流や多世代交流を推進するスペースの検討を進めています。 

【利用イメージ】 

・グループワーク 

・ミーティング 

・学習 

・仕事 

・おしゃべり 

・読書 

 

【図書館が提供する空間イメージ】 

・展示書架での図書資料の展示 

・参加型展示（メッセージボードなど） 

・イベント ブックスタート 

      福祉や保育と連携したイベント 

     （映画会、ヨガ、コンサート、お茶会

など）ワークショップ 

■南図書館の主な変更点 

  ○３階 絵本コーナーの移設・拡大 

  ○３階 「静」のエリアと「動」のエリアに分ける 

  ○３階 座席数の増 
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